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神奈川県感染症情報センター 

神奈川県衛生研究所 企画情報部 衛生情報課 

TEL:0467-83-4400(代表) 

FAX:0467-89-5211(企画情報部)          ＊県域とは、神奈川県内の市町村のうち横浜市、川崎市、相模原市を除いた地域です 

今週の全数把握対象疾患 

（当該週の国による集計及び各保健福祉事務所からの報告をもとに期日を決めて集計しているため、集計数が前後することがあります。） 

県域 横浜市 川崎市 相模原市

二類 結核 5 9 5 5 24 647

三類 腸管出血性大腸菌感染症 1 2 1 4 66

E型肝炎 1 1 2 19

レジオネラ症 1 1 1 3 63

アメーバ赤痢 1 1 27

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 1 31

侵襲性肺炎球菌感染症 1 1 2 68

水痘（入院例） 1 1 16

梅毒 1 4 5 110

神奈川県
（2020年累計）

神奈川県
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全数把握対象疾患情報 
・結核24例：年齢群は10歳未満1例、10歳代1例、20歳代2例、30歳代2例、40歳代2例、60歳代7例、70歳代2例、80歳代4

例、90歳代3例、病型は肺結核13例、肺結核及び粟粒結核1例、肺結核及び結核性胸膜炎1例、粟粒結核1例、結核性胸膜

炎2例、結核性肉芽腫疑い1例、無症状病原体保有者5例 

・腸管出血性大腸菌感染症4例：年齢群は40歳代1例、50歳代1例、60歳代1例、70歳代1例、血清型・毒素型はＯ26VT1 1

例、Ｏ91VT1VT2 1例、血清型不明VT2 1例、血清型・毒素型不明1例、推定感染経路は経口感染3例、不明1例、推定感染

地域は神奈川県2例、都道府県不明1例、不明1例 

・E型肝炎2例：年齢群は80歳代1例、90歳代1例、推定感染経路は経口感染1例、動物・蚊・昆虫等からの感染1例、推定感

染地域は神奈川県1例、岩手県1例 

・レジオネラ症3例：年齢群は60歳代1例、80歳代1例、90歳代1例、病型は肺炎型3例、感染経路は水系感染1例、不明2例、

感染地域は神奈川県3例 

・アメーバ赤痢1例：年齢群は40歳代、病型は腸管アメーバ症、感染経路は不明、感染地域は都道府県不明 

・劇症型溶血性レンサ球菌感染症1例：年齢群は70歳代、感染経路は不明、感染地域は神奈川県 

・侵襲性肺炎球菌感染症2例：年齢群は50歳代1例、70歳代1例、感染経路は肺炎からの侵襲1例、不明1例、感染経路は神

奈川県1例、不明1例、ワクチン接種歴は不明2例 

・水痘（入院例）1例：年齢群は10歳代、推定感染経路は飛沫・飛沫核感染、推定感染地域は神奈川県、ワクチン接種歴

は有り 

・梅毒5例：年齢群は30歳代3例、40歳代1例、60歳代1例、病型は早期顕症梅毒I期1例、早期顕症梅毒Ⅱ期2例、無症状病

原体保有者2例、推定感染経路は性的接触4例、不明1例、推定感染地域は神奈川県2例、不明3例 
 

指定感染症情報 
・新型コロナウイルス感染症 376例  ＊2020年第6週より「新型コロナウイルス感染症」が指定感染症になりました。 

今週の定点把握対象疾患 

・今週は、定点当たり報告数が注意報・警報レベルを超える疾患はありませんでした。 

今週の注目感染症 

～梅毒～ 梅毒はスピロヘータ科細菌の梅毒トレポネーマが感染して起こる病気です。性感染症(STI: Sexually 

transmitted infection)の一つで、感染経路のほとんどは性的接触ですが、母親から胎児に感染する先天梅毒もあります。

感染後約3週間で感染部位のしこり、鼠径部のリンパ節腫脹(I期梅毒)、感染後3か月以後に手のひら、足の裏や体全体に

赤い発疹が出ることがあります(Ⅱ期梅毒)。治療をしなくても症状は消える場合がありますが、適切な治療をしないと病

原菌は消えません。感染後3年以上経過すると、皮ふ、筋肉、骨などにゴムのような腫瘍(ゴム腫)、心臓、血管、脳など

に病変ができて死に至ることもあります(晩期梅毒)。血液検査で診断でき、治療は抗菌薬が有効です。気になる症状があ

る時には、症状が改善した場合でも早めに医療機関(泌尿器科、婦人科、皮膚科など)を受診しましょう。保健所等で無料

・匿名で検査を受けることもできます。(保健所等の検査は神奈川県内の保健所等HIV検査実施機関一覧をご覧ください) 

 

～新型コロナウイルス感染症～ 今週の報告数は376例となり、前週(241例)より大幅に増加しており、指定感染症に

定められた2月1日以降で最多となります。全国的にも患者数の増加がみられていることから、県をまたいだ移動は可能な

限り控える、感染予防策の取れていない店舗には立ち寄らないことや、引き続き身体的距離の確保、マスクの着用、手洗

い、3密(密集、密接、密閉)の回避などに注意し、感染を予防しましょう。 

感染症発生動向調査事業は「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療 

に関する法律」によって行われています。 

 

 

http://www.eiken.pref.kanagawa.jp/
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